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 ➂ MaaＳ等の県内市町への展開に向けた基盤づくり 

   ・コミュニティバスを対象とした「県内の公共交通ネットワーク見える化」の取組を進めるととも

に、対象となる路線データ等について、今後、MaaS アプリ等で、検索、予約、決済等の手続き

や交通情報の表示が可能となるよう、国土交通省が定めた標準的なバス情報フォーマットである

共通データ「GTFS-JP」形式での作成が可能となるよう、基盤づくりを進めます。【※】 

   ・加えて、より広域的な移動を円滑に行い、さらなる利便性の向上を図るため、県内の鉄道やバス 

等の交通データについてオープンな共通データ化が図られるよう、交通事業者との検討等を行 

います。【R２年度は予算なし】 

  （※関連「モビリティ・マネジメント力育成事業費」） 

 

※ 運転免許返納後の高齢者支援（一般枠にて対応） 

   1）運転免許返納窓口等で免許返納した高齢者が、より公共交通を使いやすいように、住居地周辺 

     のバス停等の位置などの移動情報等を提供します。 

   2）運転免許返納後の円滑に公共交通を活用した移動が可能となるよう、返納前から、公共交 

     通に慣れておく必要性を理解してもらうえるよう、高齢者向けバスの乗り方教室等の啓発活動    

     も併せて実施します。 

  （ 2）は「モビリティ・マネジメント力育成事業費」） 

 

【注釈】 

MaaS： 出発地から目的地まで、利用者にとっての最適経路を提示するとともに、複数の交通手段やその

他のサービスを含め、一括して提供するサービス。 

グリーンスローモビリティ：電動で時速 20km 未満で公道を走ることができる４人乗り以上のモビリティ。 
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  ②第 76 回国民体育大会市町競技施設整備費補助金（R1：556,743 千円 → R2：549,974 千円） 

・国体の円滑な運営や競技会場の整備促進に向けた会場地市町への施設整備費補助事業を実施します。 

 

③第 21 回全国障害者スポーツ大会開催準備事業費（R1：41,652 千円 → R2：184,089 千円） 

ア ボランティア等養成（19,171 千円） 

・大会を支える情報支援ボランティアや移動支援ボランティア、選手団サポートボランティアを

計画的に養成していきます。 

イ 競技役員等の養成（17,638 千円） 

 ・競技会の円滑な運営を図るため、競技役員等の養成を行います。 

ウ 競技会場整備（19,260 千円） 

・大会における競技会場の実施設計に取り組みます。 

エ 来場者管理（8,475 千円） 

    ・開・閉会式の来場者募集や受付などを正確かつ円滑に行うため、来場者管理システムの開発を

行います。 

オ 式典（9,940 千円） 

・三重県らしさを盛り込んだ開・閉会式の式典について検討していきます。 

カ 開・閉会式会場整備（4,399 千円） 

・大会における開・閉会式会場の実施設計に取り組みます。 

キ 宿泊（5,035 千円） 

・大会において短期間に集中する宿泊申込受付、配宿調整等を効率的かつ円滑に実施するため宿

泊施設の一元管理と一括配宿に向けた配宿準備業務を実施します。 

ク 輸送（18,056 千円） 

・大会における安全・確実かつ円滑な輸送を行うため、輸送実施計画（第一次）を基に詳細な検

討・調整を行い、輸送実施計画（第二次）を策定します。 

 

④三重とこわか国体競技別リハーサル大会運営費補助金（410,000 千円） 

  ・国体の円滑な準備、運営に資するため、リハーサル大会の運営費に対する補助を実施します。 

   

⑤（仮称）行幸啓室運営経費（6,086 千円） 

  ・国体及び大会の本県開催に伴う皇室の御来県に向け、万全の体制でお迎えできるよう準備を進めま 

す。 
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〇 指導者の養成・確保 

ジュニア・少年選手の育成を図るとともに、三重とこわか国体の後も継続して三重の競技スポー

ツを担う人材育成につなげるため、全国初・唯一の事業である「チームみえ・コーチアカデミーセ

ンター」の取組をさらに進めます。 

 「チームみえコーチアカデミーセンター事業」 (R1：63,967 千円 → R2：64,475 千円) 

    「みえコーチアカデミー」を修了した第１、２期生に対し、「みえマルチサポートシステム」を拡

充して実施するなど、指導者の資質向上と、指導体制の構築を一層進めます。 

 

〇 ジュニア選手の育成・強化 

   三重とこわか国体後の本県の安定的な競技力を担うジュニア選手の育成・強化を図り、関係する

競技団体やクラブチーム、学校と連携し、競技力向上を図るとともに、強化活動を支援することで

国体後もトップアスリートや指導者として成長し、活躍する選手の強化を行います。 

 

「チームみえジュニア育成事業」 (R1：40,000 千円 → R2：30,000 千円) 

  将来有望なジュニア選手をチームみえジュニアとして育成し、三重とこわか国体終了後の安定し

た競技力の確保を図ります。 






